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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の自動調光方法及び装置

(57)【要約】
【課題】多様な個人の嗜好に応じて表示画面の輝度を自
動的に調節したり、個人の感覚に整合した輝度の調節を
行なう。
【解決手段】操作部３を操作することにより、周辺の照
度ｘを変数として輝度ｙを算出するための第１乃至第４
関数Ｆ1(x)～Ｆ4(x)のいずれかを選択的に設定すると、
設定された関数に基づいて、周辺の照度ｘに対応する輝
度ｙが求められ、この輝度ｙでバックライト１１が発光
される。また、バックライト１１の輝度ｙの段階的な変
化とヒステリシス特性により、カラー液晶パネル１２の
表示画面の明るさが安定化する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示装置のバックライトの輝度を調
節する液晶表示装置の自動調光方法において、
液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出ステップと、
周辺の照度を変数として輝度を算出するための予め設定
された複数の関数のいずれかを選択する選択ステップ
と、
選択された関数に基づいて、検出された周辺の照度に対
応する輝度を求める輝度設定ステップと、
求められた輝度でバックライトを発光させる輝度調節ス
テップとを含むことを特徴とする液晶表示装置の自動調
光方法。
【請求項２】  選択ステップは、輝度を液晶表示装置の
表示画面に表示するステップと、表示されている輝度を
調節するステップと、表示されている輝度に応じて、各
関数のいずれかを選択するステップとを含むことを特徴
とする請求項１に記載の液晶表示装置の自動調光方法。
【請求項３】  輝度設定ステップは、検出された周辺の
照度と予め設定された各レベルを比較しつつ、選択され
た関数に基づき、輝度を該各レベルの照度に対応させて
段階的に増減し、かつ輝度の段階的な増減にヒステリシ
ス特性を持たせることを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置の自動調光方法。
【請求項４】  液晶表示装置のバックライトの輝度を調
節する液晶表示装置の自動調光方法において、
液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出ステップと、
予め設定された複数の飽和輝度のいずれかを選択する選
択ステップと、
周辺の照度を変数として輝度を算出するための予め設定
された関数に基づいて、検出された周辺の照度に対応す
る輝度を求め、この輝度を該選択された飽和輝度により
制限して設定する輝度設定ステップと、
設定された輝度でバックライトを発光させる輝度調節ス
テップとを含むことを特徴とする液晶表示装置の自動調
光方法。
【請求項５】  選択ステップは、輝度を液晶表示装置の
表示画面に表示するステップと、表示されている輝度を
調節するステップと、表示されている輝度に応じて、各
飽和輝度のいずれかを選択するステップとを含むことを
特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置の自動調光方
法。
【請求項６】  輝度設定ステップは、検出された周辺の
照度と予め設定された各レベルを比較しつつ、選択され
た関数に基づき、輝度を該各レベルの照度に対応させて
段階的に増減し、かつ輝度の段階的な増減にヒステリシ
ス特性を持たせることを特徴とする請求項４に記載の液
晶表示装置の自動調光方法。
【請求項７】  液晶表示装置のバックライトの輝度を調
節する液晶表示装置の自動調光方法において、
液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出ステップと、
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相互に異なる複数の照度範囲に対応し、周辺の照度を変
数として輝度を算出するためのそれぞれの関数のうちか
ら、検出された周辺の照度を含む照度範囲に対応する関
数を選択する選択ステップと、
選択された関数に基づいて、検出された周辺の照度に対
応する輝度を求める輝度設定ステップと、
求められた輝度でバックライトを発光させる輝度調節ス
テップとを含むことを特徴とする液晶表示装置の自動調
光方法。
【請求項８】  バックライトの輝度を指示する指示ステ
ップと、
指示された輝度及び該輝度が指示されたときに検出され
た周辺の照度を、該検出された周辺の照度を含む照度範
囲に対応する関数を設定するための基準値として求める
関数設定ステップとを含むことを特徴とする請求項７に
記載の液晶表示装置の自動調光方法。
【請求項９】  輝度が指示される度に、該輝度が指示さ
れたときに検出された周辺の照度を含む照度範囲を増設
することを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置の
自動調光方法。
【請求項１０】  予め設定された複数の照度範囲のうち
から、輝度が指示されたときに検出された周辺の照度を
含む照度範囲を選択して設定することを特徴とする請求
項８に記載の液晶表示装置の自動調光方法。
【請求項１１】  液晶表示装置のバックライトの輝度を
調節する液晶表示装置の自動調光装置において、
液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出手段と、
周辺の照度を変数として輝度を算出するための予め設定
された複数の関数のいずれかを選択する選択手段と、
検出された周辺の照度と予め設定された各レベルを比較
しつつ、選択された関数に基づき、輝度を該各レベルの
照度に対応させて段階的に増減し、かつ輝度の段階的な
増減にヒステリシス特性を持たせる輝度設定手段と、
求められた輝度でバックライトを発光させる輝度調節手
段とを備えることを特徴とする液晶表示装置の自動調光
装置。
【請求項１２】  液晶表示装置のバックライトの輝度を
調節する液晶表示装置の自動調光装置において、
液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出手段と、
予め設定された複数の飽和輝度のいずれかを選択する選
択手段と、
周辺の照度を変数として輝度を算出するための予め設定
された関数に基づいて、検出された周辺の照度に対応す
る輝度を求め、この輝度を該選択された飽和輝度により
制限して設定する輝度設定手段と、
設定された輝度でバックライトを発光させる輝度調節手
段とを備えることを特徴とする液晶表示装置の自動調光
装置。
【請求項１３】  液晶表示装置のバックライトの輝度を
調節する液晶表示装置の自動調光装置において、
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液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出手段と、
相互に異なる複数の照度範囲に対応し、周辺の照度を変
数として輝度を算出するためのそれぞれの関数のうちか
ら、検出された周辺の照度を含む照度範囲に対応する関
数を選択する選択手段と、
選択された関数に基づいて、検出された周辺の照度に対
応する輝度を求める輝度設定手段と、
求められた輝度でバックライトを発光させる輝度調節手
段とを備えることを特徴とする液晶表示装置の自動調光
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、周辺の照度に応じ
て液晶表示装置のバックライトの輝度を自動的に調節す
る液晶表示装置の自動調光装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】周知の様に、表示装置の周辺が明るくな
ると、その表示画面を暗く感じ、周辺が暗くなると、そ
の表示画面を明るく感じる。特に、液晶表示装置では、
ＣＲＴと比べると、発光量が少ないため、周辺の明るさ
に応じて表示画面の輝度を調節することが必要となる。
【０００３】例えば、特開平５－２４１５１２号公報や
特開平９－１４６０７３号公報には、周辺の明るさを検
出する光センサを設け、検出された周辺の明るさに応じ
て液晶表示装置の表示画面の輝度を調節するという技術
が開示されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の技術では、多様な個人の嗜好に応じて表示画面の輝
度を自動的に調節するまでには至っていない。つまり、
周辺の明るさに応じて最適と感じる表示画面の輝度に個
人差があるものの、この個人差に対応することはできな
かった。
【０００５】また、周辺が非常に暗くなったり、非常に
明るくなることがあるものの、周辺の明るさに対して表
示画面の輝度を単調に増減するだけなので、個人の感覚
に整合した輝度の調節を行なうことができなかった。
【０００６】そこで、本発明は、多様な個人の嗜好に応
じて表示画面の輝度を自動的に調節したり、個人の感覚
に整合した輝度の調節を行なうことが可能な液晶表示装
置の自動調光方法及び装置を提供することを目的とす
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明は、液晶表示装置のバックライトの輝度を調
節する液晶表示装置の自動調光方法において、液晶表示
装置の周辺の照度を検出する検出ステップと、周辺の照
度を変数として輝度を算出するための予め設定された複
数の関数のいずれかを選択する選択ステップと、選択さ
れた関数に基づいて、検出された周辺の照度に対応する
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輝度を求める輝度設定ステップと、求められた輝度でバ
ックライトを発光させる輝度調節ステップとを含んでい
る。
【０００８】この様な本発明の方法によれば、複数の関
数のいずれかを選択すると、選択された関数に基づい
て、周辺の照度に対応する輝度が求められ、求められた
輝度でバックライトが発光される。すなわち、いずれの
関数を選択するかにより、周辺の照度と表示画面の輝度
との関係を変更することができる。このため、多様な個
人の嗜好に応じて表示画面の輝度を自動的に調節するこ
とが可能となる。
【０００９】また、本発明においては、選択ステップ
は、輝度を液晶表示装置の表示画面に表示するステップ
と、表示されている輝度を調節するステップと、表示さ
れている輝度に応じて、各関数のいずれかを選択するス
テップとを含んでいる。
【００１０】ここでは、液晶表示装置の表示画面に表示
されている輝度を調節し、この輝度に応じて、各関数の
いずれかを選択している。例えば、液晶表示装置の周辺
の照度に対して表示画面の輝度を高めに調節するための
関数や、低めに調節するための関数を予め設定してお
き、表示画面に表示されている輝度に基づいて、いずれ
かの関数を適宜に選択する。
【００１１】更に、本発明においては、輝度設定ステッ
プは、検出された周辺の照度と予め設定された各レベル
を比較しつつ、選択された関数に基づき、輝度を該各レ
ベルの照度に対応させて段階的に増減し、かつ輝度の段
階的な増減にヒステリシス特性を持たせている。
【００１２】この様に輝度を段階的に増減すると共に、
輝度の段階的な増減にヒステリシス特性を持たせれば、
表示画面の輝度が頻繁に変動せず安定化する。
【００１３】次に、本発明は、液晶表示装置のバックラ
イトの輝度を調節する液晶表示装置の自動調光方法にお
いて、液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出ステッ
プと、予め設定された複数の飽和輝度のいずれかを選択
する選択ステップと、周辺の照度を変数として輝度を算
出するための予め設定された関数に基づいて、検出され
た周辺の照度に対応する輝度を求め、この輝度を該選択
された飽和輝度により制限して設定する輝度設定ステッ
プと、設定された輝度でバックライトを発光させる輝度
調節ステップとを含んでいる。
【００１４】この様な本発明によれば、関数に基づいて
求められた輝度を選択された飽和輝度により制限するの
で、多様な個人の嗜好に応じて表示画面の最大輝度を制
限することができる。
【００１５】また、本発明においては、選択ステップ
は、輝度を液晶表示装置の表示画面に表示するステップ
と、表示されている輝度を調節するステップと、表示さ
れている輝度に応じて、各飽和輝度のいずれかを選択す
るステップとを含んでいる。
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【００１６】ここでは、液晶表示装置の表示画面に表示
されている輝度を調節し、この輝度に応じて、各飽和輝
度のいずれかを選択している。例えば、液晶表示装置の
周辺の照度に対して表示画面の最大輝度を高めに制限す
るための飽和輝度や、低めに制限するための飽和輝度を
予め設定しておき、表示画面に表示されている輝度に基
づいて、いずれかの飽和輝度を適宜に選択する。
【００１７】更に、本発明によれば、輝度設定ステップ
は、検出された周辺の照度と予め設定された各レベルを
比較しつつ、選択された関数に基づき、輝度を該各レベ
ルの照度に対応させて段階的に増減し、かつ輝度の段階
的な増減にヒステリシス特性を持たせている。
【００１８】この様な輝度の段階的な増減とヒステリシ
ス特性により、表示画面の輝度が安定化する。
【００１９】次に、本発明は、液晶表示装置のバックラ
イトの輝度を調節する液晶表示装置の自動調光方法にお
いて、液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出ステッ
プと、相互に異なる複数の照度範囲に対応し、周辺の照
度を変数として輝度を算出するためのそれぞれの関数の
うちから、検出された周辺の照度を含む照度範囲に対応
する関数を選択する選択ステップと、選択された関数に
基づいて、検出された周辺の照度に対応する輝度を求め
る輝度設定ステップと、求められた輝度でバックライト
を発光させる輝度調節ステップとを含んでいる。
【００２０】この様な本発明の方法によれば、複数の関
数のうちから、周辺の照度を含む照度範囲に対応する関
数が選択され、選択された関数に基づいて、検出された
周辺の照度に対応する輝度が求められ、求められた輝度
でバックライトが発光される。例えば、液晶表示装置の
周辺の照度が高いときに表示画面の輝度を調節するため
の関数や、低いときに表示画面の輝度を調節するための
関数を予め設定することにより、表示画面の輝度調節を
個人の感覚に適合させることができる。
【００２１】また、本発明においては、バックライトの
輝度を指示する指示ステップと、指示された輝度及び該
輝度が指示されたときに検出された周辺の照度を、該検
出された周辺の照度を含む照度範囲に対応する関数を設
定するための基準値として求める関数設定ステップとを
含んでいる。
【００２２】ここでは、バックライトの輝度を指示し、
このときの周辺の照度を含む照度範囲に対応する関数を
設定するための基準値として、指示された輝度及び該周
辺の照度を求めている。このため、バックライトの輝度
を的確に指示することにより、個人の嗜好に応じた関数
を容易に設定することができる。
【００２３】更に、本発明においては、輝度が指示され
る度に、該輝度が指示されたときに検出された周辺の照
度を含む照度範囲を増設している。
【００２４】ここでは、輝度を指示する度に、照度範囲
を増設している。また、このときには、関数を設定する
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ための基準値として、指示された輝度及び周辺の照度を
求めることができるので、輝度を指示するだけで、照度
範囲と関数を設定することができる。
【００２５】また、本発明においては、予め設定された
複数の照度範囲のうちから、輝度が指示されたときに検
出された周辺の照度を含む照度範囲を選択して設定して
いる。
【００２６】ここでは、複数の照度範囲を予め設定して
おき、輝度が指示されたときに、各照度範囲のいずれか
を選択している。また、このときには、関数を設定する
ための基準値として、指示された輝度及び周辺の照度を
求めることができるので、各照度範囲を的確に設定しつ
つ、各照度範囲に対応するそれぞれの関数を設定するこ
とができる。
【００２７】次に、本発明は、液晶表示装置のバックラ
イトの輝度を調節する液晶表示装置の自動調光装置にお
いて、液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出手段
と、周辺の照度を変数として輝度を算出するための予め
設定された複数の関数のいずれかを選択する選択手段
と、検出された周辺の照度と予め設定された各レベルを
比較しつつ、選択された関数に基づき、輝度を該各レベ
ルの照度に対応させて段階的に増減し、かつ輝度の段階
的な増減にヒステリシス特性を持たせる輝度設定手段
と、求められた輝度でバックライトを発光させる輝度調
節手段とを備えている。
【００２８】この様な本発明の装置によっても、いずれ
の関数を選択するかにより、周辺の照度と表示画面の輝
度との関係を変更することができるので、多様な個人の
嗜好に応じて表示画面の輝度を自動的に調節することが
可能となる。
【００２９】また、本発明は、液晶表示装置のバックラ
イトの輝度を調節する液晶表示装置の自動調光装置にお
いて、液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出手段
と、予め設定された複数の飽和輝度のいずれかを選択す
る選択手段と、周辺の照度を変数として輝度を算出する
ための予め設定された関数に基づいて、検出された周辺
の照度に対応する輝度を求め、この輝度を該選択された
飽和輝度により制限して設定する輝度設定手段と、設定
された輝度でバックライトを発光させる輝度調節手段と
を備えている。
【００３０】この様な本発明の装置によっても、関数に
基づいて求められる輝度を選択された飽和輝度により制
限するので、多様な個人の嗜好に応じて表示画面の最大
輝度を制限することができる。
【００３１】更に、本発明は、液晶表示装置のバックラ
イトの輝度を調節する液晶表示装置の自動調光装置にお
いて、液晶表示装置の周辺の照度を検出する検出手段
と、相互に異なる複数の照度範囲に対応し、周辺の照度
を変数として輝度を算出するためのそれぞれの関数のう
ちから、検出された周辺の照度を含む照度範囲に対応す
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る関数を選択する選択手段と、選択された関数に基づい
て、検出された周辺の照度に対応する輝度を求める輝度
設定手段と、求められた輝度でバックライトを発光させ
る輝度調節手段とを備えている。
【００３２】この様な本発明の装置によっても、周辺の
照度を含む照度範囲に対応する関数が選択され、選択さ
れた関数に基づいて、検出された周辺の照度に対応する
輝度が求められ、求められた輝度でバックライトが発光
されるので、表示画面の輝度調節を人の感覚に適合させ
ることができる。
【００３３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態を添付図
面を参照して詳細に説明する。
【００３４】図１は、本発明の自動調光方法の第１実施
形態を適用した液晶表示装置を示すブロック図である。
この液晶表示装置では、周辺の照度を変数として輝度を
算出するための複数の関数を予め記憶しており、いずれ
かの関数が選択されると、選択された関数に基づいて、
周辺の照度に対応する輝度を求め、この輝度で表示画面
のバックライトを発光させる。
【００３５】図１において、液晶表示ユニット１は、Ｔ
ＦＴ型のカラー液晶パネル１２、及びその背面に配置さ
れたバックライト１１を備えている。バックライト１１
は、例えば冷陰極線管であり、インバータ回路４からの
交流化駆動信号を印加されて発光し、交流化駆動信号の
電流量に応じて、その輝度を増減する。あるいは、バッ
クライト１１として、駆動信号の電圧に応じて、その輝
度が増減するものを適用しても良い。
【００３６】表示制御ユニット２は、ＣＰＵ、入出力ポ
ート、及びメモリ等を内蔵している。表示制御ユニット
２のメモリには、液晶表示ユニット１を制御するための
プログラム、表示データをカラー液晶パネル１２の表示
画面に表示展開するための表示プログラム、バックライ
ト１１の輝度を変更するためのプログラム等が記憶され
ている。
【００３７】表示制御ユニット２は、表示データを表示
メモリ６から読み出し、この表示データをＲＧＢ信号に
変換して、このＲＧＢ信号をインターフェース回路９に
加える。インターフェース回路９は、このＲＧＢ信号を
カラー液晶パネル１２の表示駆動回路（図示せず）に供
給する。これにより、画像がカラー液晶パネル１２の表
示画面に表示される。
【００３８】また、表示制御ユニット２は、バックライ
ト１１の輝度に対応する周波数のデジタル信号をインバ
ータ回路４に加える。インバータ回路４は、このデジタ
ル信号の周波数に対応する交流化駆動信号を生成し、こ
の交流化駆動信号をバックライト１１に加える。これに
より、バックライト１１が発光し、その輝度が設定され
る。
【００３９】更に、表示制御ユニット２は、表示データ
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をＯＳＤ回路７から入力して、この表示データを表示メ
モリ６から読み出した表示データに合成し、合成画像を
示すＲＧＢ信号を出力する。これにより、カラー液晶パ
ネル１２の表示画面に合成画像が表示される。ＯＳＤ回
路７は、キーボードやマウス等の操作部３からの入力指
示を表示制御ユニット２を通じて受け、この入力指示に
応答して表示データを更新する。
【００４０】光センサ１０は、液晶表示装置周辺の照度
を検出し、周辺の照度を示す検出信号をＡ／Ｄコンバー
タ８に加える。Ａ／Ｄコンバータ８は、この検出信号を
デジタル信号に変換し、このデジタル信号を表示制御ユ
ニット２に加える。また、光センサ１０は、バックライ
ト１１からの照射光が入射しない箇所に配置されてい
る。更に、光センサ１０は、照度が低くなる程、その受
光感度が高くなる特性を有しており、照度が低くなる
程、照度の一定変化量に対する検出信号の変化量が大き
くなる。
【００４１】さて、この様な構成の液晶表示装置では、
図２のグラフに示す第１関数Ｆ1(x)＝ａ＋ｂ1 、第２関
数Ｆ2(x)＝ａ＋ｂ2 、第３関数Ｆ3(x)＝ａ＋ｂ3 、及び
第４関数Ｆ4(x)＝ａ＋ｂ4 のいずれかに基づいて、光セ
ンサ１０によって検出された周辺の照度ｘに対応するバ
ックライト１１の輝度ｙを求める。このグラフにおいて
は、周辺の照度ｘを０～８００ｌｕｘの範囲で表わし、
輝度ｙを１００～２００ｃｄ／ｍ2 の範囲で表わしてい
る。例えば、第１関数Ｆ1(x)＝ａ＋ｂ1 の場合は、光セ
ンサ１０によって検出された周辺の照度ｘが４００ｌｕ
ｘのときに、バックライト１１の輝度ｙが１８０ｃｄ／
ｍ2 となる。このバックライト１１の輝度ｙは、カラー
液晶パネル１２の表示画面の明るさに対応する。
【００４２】第１関数Ｆ1(x)＝ａ＋ｂ1 を選択すると、
バックライト１１の輝度ｙが最も高く設定され、カラー
液晶パネル１２の表示画面が最も明るくなる。第２関数
Ｆ2(x)＝ａ＋ｂ2 を選択すると、表示画面がやや暗くな
り、第３関数Ｆ3(x)＝ａ＋ｂ3 を選択すると、表示画面
が更に暗くなり、第４関数Ｆ4(x)＝ａ＋ｂ4 を選択する
と、表示画面が最も暗くなる。
【００４３】表示制御ユニット２は、第１関数Ｆ1(x)＝
ａ＋ｂ1 と、第２乃至第４関数Ｆ2(x)～Ｆ4(x)の補数ｂ
2 ～ｂ4 を該表示制御ユニット２のメモリに記憶してお
り、第１関数Ｆ1(x)＝ａ＋ｂ1 の補数ｂ1 に、各補数ｂ
2 ～ｂ4 のいずれかを代入することにより、第２乃至第
４関数Ｆ2(x)～Ｆ4(x)を設定する。
【００４４】尚、第１関数Ｆ1(x)＝ａ＋ｂ1 と各補数ｂ
2 ～ｂ4 を記憶する代わりに、照度ｘと輝度ｙを対応付
けたデータテーブルとして、第１乃至第４関数Ｆ1(x)～
Ｆ4(x)に対応するそれぞれのものを記憶しておき、これ
らのデータテーブルのいずれかを選択し、選択されたテ
ーブルを参照して、照度ｘに対応する輝度ｙを求めても
構わない。
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9
【００４５】第１乃至第４関数Ｆ1(x)～Ｆ4(x)のいずれ
かを選択するときには、操作部３を操作することによ
り、関数の選択を表示制御ユニット２に指示する。これ
に応答して表示制御ユニット２は、ＯＳＤ回路７を起動
する。ＯＳＤ回路７は、図３に示す様なバーシンボル２
１を表示制御ユニット２を通じてカラー液晶パネル１２
の表示画面に表示する。バーシンボル２１の長さの各範
囲ｍ1 ～ｍ4 は、第１乃至第４関数Ｆ1(x)～Ｆ4(x)に対
応している。操作部３を操作することにより、バーシン
ボル２１の縮小や伸長を表示制御ユニット２を通じてＯ
ＳＤ回路７に指示すると、ＯＳＤ回路７は、カラー液晶
パネル１２の表示画面上で、バーシンボル２１を縮小し
たり伸長する。バーシンボル２１の長さを適宜に調節し
てから、更に操作部３を操作することにより、関数の選
択を指示すると、バーシンボル２１の長さが各範囲ｍ1 
～ｍ4 のいずれに入るかにより、第１乃至第４関数Ｆ1
(x)～Ｆ4(x)を示す各フラッグＦ1 ～Ｆ4 のいずれかが
表示制御ユニット２に指示される。表示制御ユニット２
は、各フラッグＦ1 ～Ｆ4 のいずれが指示されたかによ
り、第１乃至第４関数Ｆ1(x)～Ｆ4(x)のうちの１つを選
択する。
【００４６】すなわち、バーシンボル２１の長さは、カ
ラー液晶パネル１２の表示画面の明るさに対応してお
り、この明るさに応じて、第１乃至第４関数Ｆ1(x)～Ｆ
4(x)のいずれかを選択している。
【００４７】一方、第１乃至第４関数Ｆ1(x)～Ｆ4(x)の
様な１次関数では、照度ｘが僅かでも変化すると、これ
に追従して輝度ｙも変化する。このため、実際に、１次
関数により導かれた輝度ｙでバックライト１１を発光さ
せると、カラー液晶パネル１２の表示画面の明るさが不
安定となる。例えば、人が光センサ１０の前を横切った
り、光センサ１０の温度が一時的に変動して、光センサ
１０によって検出された照度ｘが変化しても、バックラ
イト１１の輝度ｙが変化して、カラー液晶パネル１２の
表示画面の明るさが変化してしまう。
【００４８】そこで、カラー液晶パネル１２の表示画面
の明るさを安定化させるために、図４のグラフに示す様
に、バックライト１１の輝度ｙを段階的にかつヒステリ
シス特性を持たせて変化させる。このグラフにおいて、
点線は、第１乃至第４関数Ｆ1(x)～Ｆ4(x)のいずれかの
特性を示している。また、５段階の各照度ｘn1、ｘn2、
ｘn3、ｘn4、ｘn5を設定し、該各照度に対応するそれぞ
れの輝度ｙc1、ｙc2、ｙc3、ｙc4、ｙc5を示している。
各照度ｘn1～ｘn5の間隔は、照度が高くなる程に狭くし
ている。これは、照度が高くなる程、光センサ１０の検
出感度が低くなるので、照度が高い側で、表示画面の明
るさの自動調整の応答性を良好にするためである。更
に、各照度ｘn1～ｘn5の間隔は、第１乃至第４関数Ｆ1
(x)～Ｆ4(x)別に設定され、第１関数Ｆ1(x)が最も狭
く、第２関数Ｆ2(x)がやや広く、第３関数Ｆ3(x)が更に
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広く、第４関数Ｆ4(x)が最も広い。
【００４９】第１乃至第４関数Ｆ1(x)～Ｆ4(x)別に設定
された各照度ｘn1～ｘn5は、表示制御ユニット２のメモ
リに記憶されている。
【００５０】ここで、例えばバックライト１１の輝度ｙ
が輝度ｙc2に設定されているときには、光センサ１０に
よって検出された照度ｘがｘn3に達しない限り、バック
ライト１１の輝度ｙが輝度ｙc3に増強されず、かつ光セ
ンサ１０によって検出された照度ｘがｘn1よりも低くな
らない限り、バックライト１１の輝度ｙが輝度ｙc1に低
減されない。また、光センサ１０によって検出された照
度ｘがｘn3に達すると、第１乃至第４関数Ｆ1(x)～Ｆ4
(x)のいずれかに基づいて、照度ｘn3に対応する輝度ｙc
3が求められ、バックライト１１の輝度ｙが輝度ｙc3に
増強される。そして、輝度ｙが一旦増強されると、光セ
ンサ１０によって検出された照度ｘがｘn2よりも低くな
らない限り、バックライト１１の輝度ｙが輝度ｙc2に低
減されなくなる。同様に、光センサ１０によって検出さ
れた照度ｘがｘn1よりも低くなると、第１乃至第４関数
Ｆ1(x)～Ｆ4(x)のいずれかに基づいて、照度ｘn1に対応
する輝度ｙc1が求められ、バックライト１１の輝度ｙが
輝度ｙc1に低減される。そして、輝度ｙが一旦低減され
ると、光センサ１０によって検出された照度ｘがｘn2に
達しない限り、バックライト１１の輝度ｙが輝度ｙc2に
増強されなくなる。
【００５１】この様なバックライト１１の輝度ｙの段階
的な変化とヒステリシス特性により、カラー液晶パネル
１２の表示画面の明るさが安定化する。
【００５２】図５は、本実施形態の液晶表示装置におけ
るバックライト１１の輝度ｙを求めるための処理を示す
フローチャートである。
【００５３】ここでは、まず液晶表示装置の電源が投入
されると、表示制御ユニット２は、メモリから第１関数
Ｆ1(x)＝ａ＋ｂ1 を読み出し、初期設定を行う（ステッ
プＳ１）。この後、表示制御ユニット２は、操作部３の
操作により関数の設定が指示されたか否かを判定し（ス
テップＳ２）、指示されていなければ（ステップＳ２で
「Ｎｏ」）、ステップＳ１１へと移る。
【００５４】また、関数の選択が設定された場合は（ス
テップＳ２で「Ｙｅｓ」）、先に述べた様にＯＳＤ回路
７によりカラー液晶パネル１２の表示画面にバーシンボ
ル２１が表示され、操作部３によりバーシンボル２の長
さが調節されてから、操作部３の操作により関数の選択
が指示され、第１乃至第４関数Ｆ1(x)～Ｆ4(x)を示す各
フラッグＦ1 ～Ｆ4 のいずれかが表示制御ユニット２に
指示される。表示制御ユニット２は、各フラッグＦ1 ～
Ｆ4 のいずれが指示されたかにより、第１乃至第４関数
Ｆ1(x)～Ｆ4(x)のいずれかを選択して設定する。すなわ
ち、表示制御ユニット２は、フラッグＦ1 が指示される
と（ステップＳ３で「Ｙｅｓ」）、フラッグＦ1 に対応
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する第１関数Ｆ1(x)＝ａ＋ｂ1 を設定して（ステップＳ
４）、ステップＳ１１に移る。また、フラッグＦ1 が指
示されず（ステップＳ３で「Ｎｏ」）、フラッグＦ2 が
指示されると（ステップＳ５で「Ｙｅｓ」）、第１関数
Ｆ1(x)＝ａ＋ｂ1 の補数ｂ1 に補数ｂ2 を代入すること
により、フラッグＦ2 に対応する第２関数Ｆ2(x)＝ａ＋
ｂ2 を設定してから（ステップＳ６）、ステップＳ１１
に移る。同様に、フラッグＦ3 が指示されると（ステッ
プＳ７で「Ｙｅｓ」）、フラッグＦ3 に対応する第２関
数Ｆ3(x)＝ａ＋ｂ3 を設定してから（ステップＳ９）、
ステップＳ１１に移り、またフラッグＦ4 が指示される
と（ステップＳ７で「Ｎｏ」）、フラッグＦ4 に対応す
る第２関数Ｆ4(x)＝ａ＋ｂ4 を設定してから（ステップ
Ｓ１０）、ステップＳ１１に移る。
【００５５】ステップＳ１１において、表示制御ユニッ
ト２は、光センサ１０によって検出された周辺の照度ｘ
をＡ／Ｄコンバータ８を通じて取り込む。そして、表示
制御ユニット２は、先に設定された関数と図４のグラフ
に示すヒステリシス特性に基づいて、周辺の照度ｘに対
応する輝度ｙを求め（ステップＳ１２）、輝度調整回路
５及びインバータ回路４を通じてバックライト１１を制
御することにより、この輝度ｙでバックライト１１を発
光させる（ステップＳ１３）。
【００５６】図６は、図５の各ステップＳ１１、１２の
処理を更に詳しく示すフローチャートである。
【００５７】まず、表示制御ユニット２は、光センサ１
０によって検出された周辺の照度ｘを取り込むと、この
照度ｘを照度ｘi に置き換え（ステップＳ３０）、この
検出された照度ｘi が参照照度ｘN 以上であるか否かを
判定する（ステップＳ３１）。また、表示制御ユニット
２は、先に設定された関数の５段階の各照度ｘn1～ｘn5
をメモリから読み出す。参照照度ｘN は、図６のフロー
チャートの処理を以前に行ったときに設定されたもので
あり、液晶表示装置の電源投入時には初期値に設定され
る。
【００５８】検出された照度ｘi が参照照度ｘN 以上で
あれば（ステップＳ３１で「Ｙｅｓ」）、周辺の照度が
以前よりも上昇している。この場合、表示制御ユニット
２は、検出された照度ｘi と先に設定された関数の各照
度ｘn2～ｘn5を比較する（各ステップＳ３２、Ｓ３３、
Ｓ３４、Ｓ３５）。そして、検出された照度ｘi が照度
ｘn2未満であれば（ステップＳ３２で「Ｎｏ」）、照度
ｘn1を参照照度ｘN に代入する（ステップＳ４０）。同
様に、検出された照度ｘi が照度ｘn3未満であれば（ス
テップＳ３３で「Ｎｏ」）、照度ｘn2を参照照度ｘN に
代入し（ステップＳ３９）、検出された照度ｘi が照度
ｘn4未満であれば（ステップＳ３４で「Ｎｏ」）、照度
ｘn3を参照照度ｘN に代入し（ステップＳ３８）、検出
された照度ｘi が照度ｘn5未満であれば（ステップＳ３
５で「Ｎｏ」）、照度ｘn4を参照照度ｘN に代入し（ス
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テップＳ３７）、検出された照度ｘi が照度ｘn5以上で
あれば（ステップＳ３５で「Ｙｅｓ」）、照度ｘn5を参
照照度ｘN に代入する（ステップＳ３６）。
【００５９】また、検出された照度ｘi が参照照度ｘN 
未満であれば（ステップＳ３１で「Ｎｏ」）、周辺の照
度が以前よりも下降している。この場合、表示制御ユニ
ット２は、検出された照度ｘi と先に設定された関数の
各照度ｘn1～ｘn4を比較する（各ステップＳ４１、Ｓ４
２、Ｓ４３、Ｓ４４）。そして、検出された照度ｘiが
照度ｘn4以上であれば（ステップＳ４１で「Ｎｏ」）、
照度ｘn5を参照照度ｘN に代入する（ステップＳ３
６）。同様に、検出された照度ｘi が照度ｘn3以上であ
れば（ステップＳ４２で「Ｎｏ」）、照度ｘn4を参照照
度ｘN に代入し（ステップＳ３９）、検出された照度ｘ
i が照度ｘn2以上であれば（ステップＳ４３で「Ｎ
ｏ」）、照度ｘn3を参照照度ｘN に代入し（ステップＳ
３８）、検出された照度ｘi が照度ｘn1以上であれば
（ステップＳ４４で「Ｎｏ」）、照度ｘn2を参照照度ｘ
N に代入し（ステップＳ３９）、検出された照度ｘi が
照度ｘn1未満であれば（ステップＳ４４で「Ｙｅ
ｓ」）、照度ｘn1を参照照度ｘN に代入する（ステップ
Ｓ４０）。
【００６０】こうして参照照度ｘN を設定した後に、参
照照度ｘN を先に設定された関数に代入して、バックラ
イト１１の輝度ｙを求める（ステップＳ４６）。
【００６１】例えば、以前の参照照度ｘN が照度ｘn2に
相当し、バックライト１１の輝度ｙが輝度ｙc2に既に設
定されている場合は、検出された照度ｘi がｘn3に達し
なければ（ステップＳ３３で「Ｎｏ」）、以前の参照照
度ｘN が維持され（ステップＳ３９）、バックライト１
１の輝度ｙが輝度ｙc2に維持される（ステップＳ４
６）。そして、検出された照度ｘi がｘn3に達すると
（ステップＳ３３で「Ｙｅｓ」、ステップＳ３４で「Ｎ
ｏ」）、照度ｘn3が参照照度ｘN に代入され（ステップ
Ｓ３８）、バックライト１１の輝度ｙが輝度ｙc3に増強
される（ステップＳ４６）。また、輝度ｙが一旦増強さ
れると、検出された照度ｘi がｘn2よりも低くならなけ
れば（ステップＳ４３で「Ｎｏ」）、照度ｘn3に相当す
る参照照度ｘNが維持され（ステップＳ３８）、バック
ライト１１の輝度ｙが輝度ｙc3に維持される（ステップ
Ｓ４６）。そして、検出された照度ｘi がｘn2よりも低
くなると（ステップＳ４３で「Ｙｅｓ」、ステップＳ４
４で「Ｎｏ」）、照度ｘn2が参照照度ｘN に代入され
（ステップＳ３９）、バックライト１１の輝度ｙが輝度
ｙc2に低減される（ステップＳ４６）。
【００６２】この様に本実施形態の液晶表示装置では、
操作部３を操作することにより、第１乃至第４関数Ｆ1
(x)～Ｆ4(x)のいずれかを選択的に設定し、設定された
関数に基づいて、バックライト１１の輝度ｙを調整して
いる。すなわち、いずれの関数を選択するかにより、周
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辺の照度とバックライト１１の輝度ｙとの関係を変更す
ることができる。このため、多様な個人の嗜好に応じて
バックライト１１の輝度ｙを自動的に調節することが可
能となる。また、バックライト１１の輝度ｙの段階的な
変化とヒステリシス特性により、カラー液晶パネル１２
の表示画面の明るさを安定化させている。
【００６３】尚、図５に示すフローチャートの処理が繰
り返される周期を適宜に設定すれば、バックライト１１
の輝度の頻繁な変化を防止することができ、表示画面の
明るさがより安定化する。また、カラー液晶パネル１２
の表示画面上のデータの更新頻度や、操作部３の操作入
力の頻度に応じて、その周期を変更することにより、デ
ータの更新や操作入力がないときには、表示画面の明る
さの自動調整の応答速度を緩慢にしても構わない。
【００６４】次に、図７、図８、及び図９を参照しつ
つ、本発明の自動調光方法の第２実施形態を説明する。
本実施形態の方法は、図１の液晶表示装置に適用され
る。本実施形態では、複数の飽和輝度を予め設定してお
り、各飽和輝度のいずれかを選択する。そして、関数に
基づいて求められる輝度を選択された飽和輝度により制
限し、これによりバックライト１１の最大輝度を制限し
ている。
【００６５】図７のグラフにおいては、光センサ１０に
よって検出された周辺の照度ｘを変数としてバックライ
ト１１の輝度ｙを求めるための予め設定された関数Ｆ
(x) ＝ａ＋ｂ、第１乃至第４飽和輝度ｙ1 、ｙ2 、ｙ3
 、ｙ4 、及び該各飽和輝度に対応する第１乃至第４照
度Ｌ1 、Ｌ2 、Ｌ3 、Ｌ4 が示されている。尚、第１飽
和輝度ｙ1 は、バックライト１１の最大輝度（２００ｃ
ｄ／ｍ2 ）に設定されている。
【００６６】各飽和輝度ｙ1 ～ｙ4 のいずれかを選択す
るときには、操作部３を操作することにより、飽和輝度
の選択を表示制御ユニット２に指示する。これに応答し
て表示制御ユニット２によりＯＳＤ回路７が起動され、
ＯＳＤ回路７により図３に示すバーシンボル２１がカラ
ー液晶パネル１２の表示画面に表示される。バーシンボ
ル２１の長さの各範囲ｍ1 ～ｍ4 は、第１乃至第４飽和
輝度ｙ1 ～ｙ4 に対応している。ＯＳＤ回路７は、操作
部３の操作に応答して、カラー液晶パネル１２の表示画
面上で、バーシンボル２１を縮小したり伸長する。バー
シンボル２１の長さを適宜に調節してから、更に操作部
３を操作することにより、関数の選択を指示すると、バ
ーシンボル２１の長さが各範囲ｍ1 ～ｍ4 のいずれに入
るかにより、第１乃至第４飽和輝度ｙ1 ～ｙ4 を示す各
フラッグＦ1 ～Ｆ4 のいずれかが表示制御ユニット２に
指示される。
【００６７】すなわち、バーシンボル２１の長さは、カ
ラー液晶パネル１２の表示画面の明るさに対応してお
り、この明るさに応じて、第１乃至第４飽和輝度ｙ1 ～
ｙ4 のいずれかを選択している。
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【００６８】また、関数Ｆ(x) ＝ａ＋ｂに基づいて、周
辺の照度ｘに対応するバックライト１１の輝度ｙを求め
るだけでなく、図４のグラフに示す様に、バックライト
１１の輝度ｙを段階的にかつヒステリシス特性を持たせ
て変化させる。
【００６９】図８は、本実施形態の液晶表示装置におけ
るバックライト１１の輝度ｙを求めるための処理を示す
フローチャートである。
【００７０】まず、液晶表示装置の電源が投入される
と、表示制御ユニット２は、関数Ｆ(x) ＝ａ＋ｂ及び第
１飽和輝度ｙ1 の識別子SAT1をメモリから読み出して設
定する（ステップＳ１０１）。この後、表示制御ユニッ
ト２は、操作部３の操作により飽和輝度の設定が指示さ
れたか否かを判定し（ステップＳ１０２）、指示されて
いなければ（ステップＳ１０２で「Ｎｏ」）、ステップ
Ｓ１１１へと移る。
【００７１】また、飽和輝度の設定が指示された場合は
（ステップＳ１０２で「Ｙｅｓ」）、先に述べた様にカ
ラー液晶パネル１２の表示画面にバーシンボル２１が表
示され、操作部３によりバーシンボル２の長さが調節さ
れてから、操作部３の操作により飽和輝度の選択が指示
され、第１乃至第４飽和輝度ｙ1 ～ｙ4 を示す各フラッ
グＦ1 ～Ｆ4 のいずれかが表示制御ユニット２に指示さ
れる。例えば、表示制御ユニット２は、フラッグＦ1 が
指示されると（ステップＳ１０３で「Ｙｅｓ」）、フラ
ッグＦ1 に対応する第１飽和輝度ｙ1 の識別子SAT1を設
定して（ステップＳ１０４）、ステップＳ１１１に移
る。また、フラッグＦ1 が指示されず（ステップＳ１０
３で「Ｎｏ」）、フラッグＦ2 が指示されると（ステッ
プＳ１０５で「Ｙｅｓ」）、第２飽和輝度ｙ2 の識別子
SAT2を設定してから（ステップＳ１０６）、ステップＳ
１１１に移る。同様に、フラッグＦ3 が指示されると
（ステップＳ１０７で「Ｙｅｓ」）、フラッグＦ3 に対
応する第３飽和輝度ｙ3 の識別子SAT3を設定してから
（ステップＳ１０９）、ステップＳ１１１に移り、また
フラッグＦ4 が指示されると（ステップＳ１０７で「Ｎ
ｏ」）、フラッグＦ4 に対応する第４飽和輝度ｙ4 の識
別子SAT4を設定してから（ステップＳ１１０）、ステッ
プＳ１１１に移る。
【００７２】ステップＳ１１１において、表示制御ユニ
ット２は、光センサ１０によって検出された周辺の照度
ｘを取り込む。そして、表示制御ユニット２は、先に設
定された飽和輝度の識別子に基づいて、第１乃至第４照
度Ｌ1 、Ｌ2 、Ｌ3 、Ｌ4 のうちから該飽和輝度に対応
する照度を選択し、この選択された照度と検出された照
度のうちの低い方を選択し、関数Ｆ(x) ＝ａ＋ｂと図４
のグラフに示すヒステリシス特性に基づいて、この低い
方の照度に対応する輝度ｙを求め（ステップＳ１１
２）、輝度調整回路５及びインバータ回路４を通じてバ
ックライト１１を制御することにより、この輝度ｙでバ
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ックライト１１を発光させる（ステップＳ１１３）。
【００７３】図９は、図８の各ステップＳ１１１、１１
２の処理を更に詳しく示すフローチャートである。尚、
図９においては、各ステップＳ３０～Ｓ４４が図６の各
ステップＳ３０～Ｓ４４と同様である。
【００７４】まず、各ステップＳ３０～Ｓ４４では、先
に述べた様に参照照度ｘN を求める。この後、表示制御
ユニット２は、先に設定された飽和輝度の識別子がSAT1
であるか否かを判定し（ステップＳ４５）、識別子SAT1
であれば（ステップＳ４５で「Ｙｅｓ」）、関数Ｆ(x) 
＝ａ＋ｂと図４のグラフに示すヒステリシス特性に基づ
いて、検出された周辺の照度ｘi に対応する輝度ｙを求
める（ステップＳ４６）。
【００７５】また、識別子SAT1でなく（ステップＳ４５
で「Ｎｏ」）、識別子SAT2であれば（ステップＳ４７で
「Ｙｅｓ」）、検出された周辺の照度ｘi が識別子SAT2
の飽和輝度に対応する第２照度Ｌ2 よりも大きいか否か
を判定する（ステップＳ４８）。そして、大きければ
（ステップＳ４８で「Ｙｅｓ」）、第２照度Ｌ2 を周辺
の照度ｘi に代入してから（ステップＳ４９）、周辺の
照度ｘi に対応する輝度ｙを求め（ステップＳ４６）、
また大きくなければ（ステップＳ４８で「Ｎｏ」）、ス
テップＳ４９を省略して、検出された周辺の照度ｘi に
対応する輝度ｙを求める（ステップＳ４６）。
【００７６】更に、識別子SAT2でなく（ステップＳ４７
で「Ｎｏ」）、識別子SAT3であれば（ステップＳ５０で
「Ｙｅｓ」）、検出された周辺の照度ｘi が識別子SAT3
の飽和輝度に対応する第３照度Ｌ3 よりも大きいか否か
を判定し（ステップＳ５１）、大きければ（ステップＳ
５１で「Ｙｅｓ」）、第３照度Ｌ3 を周辺の照度ｘiに
代入してから（ステップＳ５２）、周辺の照度ｘi に対
応する輝度ｙを求め（ステップＳ４６）、また大きくな
ければ（ステップＳ５１で「Ｎｏ」）、ステップＳ５２
を省略して、検出された周辺の照度ｘi に対応する輝度
ｙを求める（ステップＳ４６）。
【００７７】また、識別子SAT3でなければ（ステップＳ
５０で「Ｎｏ」）、識別子SAT4が残されているから、検
出された周辺の照度ｘi が識別子SAT4の飽和輝度に対応
する第４照度Ｌ4 よりも大きいか否かを判定し（ステッ
プＳ５３）、大きければ（ステップＳ５３で「Ｙｅ
ｓ」）、第４照度Ｌ4 を周辺の照度ｘi に代入してから
（ステップＳ５４）、周辺の照度ｘi に対応する輝度ｙ
を求め（ステップＳ４６）、また大きくなければ（ステ
ップＳ５３で「Ｎｏ」）、ステップＳ５４を省略して、
検出された周辺の照度ｘi に対応する輝度ｙを求める
（ステップＳ４６）。
【００７８】この様に本実施形態では、設定された飽和
輝度の識別子に基づいて、第１乃至第４照度Ｌ1 、Ｌ2
 、Ｌ3 、Ｌ4 のうちから該飽和輝度に対応する照度を
選択し、この選択された照度と検出された照度のうちの
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低い方を選択し、関数Ｆ(x) ＝ａ＋ｂと図４のグラフに
示すヒステリシス特性に基づいて、この低い方の照度に
対応する輝度ｙを求めている。このため、バックライト
１１の輝度ｙがその設定された飽和輝度を超えることは
ない。
【００７９】尚、図８に示すフローチャートの処理が繰
り返される周期を適宜に設定すれば、バックライト１１
の輝度の頻繁な変化を防止することができる。また、カ
ラー液晶パネル１２の表示画面上のデータの更新頻度
や、操作部３の操作入力の頻度に応じて、その周期を変
更しても構わない。また、関数を記憶する代わりに、照
度ｘと輝度ｙを対応付けたデータテーブルを記憶しても
構わない。
【００８０】次に、図１０及び図１１を参照しつつ、本
発明の自動調光方法の第３実施形態を説明する。本実施
形態の方法は、図１の液晶表示装置に適用される。本実
施形態では、複数の照度範囲に対応するそれぞれの関数
のうちから、検出された周辺の照度を含む照度範囲に対
応する関数を選択し、この選択された関数に基づいて、
検出された周辺の照度に対応する輝度を求め、この輝度
で表示画面のバックライト１１を発光させる。
【００８１】図１０のグラフにおいては、光センサ１０
によって検出された周辺の照度ｘを変数としてバックラ
イト１１の輝度ｙを求めるための予め設定された関数Ｆ
(x)＝｛（ｙ2 －ｙ0 ）／（ｘ2 －ｘ0 ）｝ｘ＋ｙ0 、
ｘ0 ～ｘ1 の照度範囲Ｌ11に対応する任意の関数Ｆ1
(x)、及びｘ1 ～ｘ2 の照度範囲Ｌ12に対応する任意の
関数Ｆ2(x)が示されている。
【００８２】任意の各関数Ｆ1(x)、Ｆ2(x)を設定すると
きには、操作部３を操作することにより、輝度の設定を
表示制御ユニット２に指示する。これに応答して表示制
御ユニット２によりＯＳＤ回路７が起動され、ＯＳＤ回
路７により図３に示すバーシンボル２１がカラー液晶パ
ネル１２の表示画面に表示される。バーシンボル２１の
長さは、バックライト１１の輝度に対応している。ＯＳ
Ｄ回路７は、操作部３の操作に応答して、カラー液晶パ
ネル１２の表示画面上で、バーシンボル２１を縮小した
り伸長する。バーシンボル２１の長さを適宜に調節して
から、更に操作部３を操作することにより、関数の設定
を指示すると、バーシンボル２１の長さに対応する輝度
ｙが表示制御ユニット２に指示される。表示制御ユニッ
ト２は、この輝度ｙを輝度ｙ1 に置き換え、このときに
光センサ１０によって検出された周辺の照度ｘを照度ｘ
1 に置き換え、図１０のグラフ上の設定基準値（ｘ1 ，
ｙ1 ）を設定する。そして、表示制御ユニット２は、下
限基準値（ｘ0 ，ｙ0 ）から設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）
に至る次式（１）の関数Ｆ1(x)を導出し、また設定基準
値（ｘ1 ，ｙ1 ）から上限基準値（ｘ2 ，ｙ2 ）に至る
次式（２）の関数Ｆ2(x)を導出する。
【００８３】
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  Ｆ1(x)＝｛（ｙ1 －ｙ0 ）／（ｘ1 －ｘ0 ）｝（ｘ－ｘ0 ）＋ｙ0
       ……
（１）
  Ｆ2(x)＝｛（ｙ2 －ｙ1 ）／（ｘ2 －ｘ1 ）｝（ｘ－ｘ1 ）＋ｙ1
       ……
（２）
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すなわち、バーシンボル２１の長さに対応する輝度ｙ
と、光センサ１０によって検出された周辺の照度ｘに基
づいて、任意の各関数Ｆ1(x)、Ｆ2(x)を設定している。
【００８４】図１１は、本実施形態の液晶表示装置にお
けるバックライト１１の輝度ｙを求めるための処理を示
すフローチャートである。
【００８５】まず、液晶表示装置の電源が投入される
と、表示制御ユニット２は、メモリから予め設定された
下限基準値（ｘ0 ，ｙ0 ）及び上限基準値（ｘ2 ，ｙ2
 ）を読み出す。また、設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）が既
に設定されているならば、メモリから設定基準値（ｘ1
 ，ｙ1 ）を読み出す。更に、設定基準値（ｘ1 ，ｙ1
 ）が未だに設定されていなければ、設定基準値（ｘ1
 ，ｙ1 ）を上限基準値（ｘ2 ，ｙ2 ）と同一とみなす
（ステップＳ２０１）。この後、表示制御ユニット２
は、操作部３の操作により輝度の設定が指示されたか否
かを判定し（ステップＳ２０２）、指示されていなけれ
ば（ステップＳ２０２で「Ｎｏ」）、ステップＳ２０７
へと移る。
【００８６】また、輝度の設定が指示された場合は（ス
テップＳ２０２で「Ｙｅｓ」）、先に述べた様にカラー
液晶パネル１２の表示画面にバーシンボル２１が表示さ
れ、操作部３によりバーシンボル２の長さが調節されて
から、操作部３の操作により関数の設定が指示される。
これに応答して表示制御ユニット２は、バーシンボル２
１の長さに対応する輝度ｙと、このときに光センサ１０
によって検出された周辺の照度ｘを取り込む（ステップ
Ｓ２０３）。そして、表示制御ユニット２は、検出され
た周辺の照度ｘが上限基準値のｘ2 未満であり（ステッ
プＳ２０４で「Ｙｅｓ」）、かつ下限基準値のｘ0 より
も大きいことを確認してから（ステップＳ２０５で「Ｙ
ｅｓ」）、バーシンボル２１の長さに対応する輝度ｙを
輝度ｙ1に置き換え、光センサ１０によって検出された
周辺の照度ｘを照度ｘ1 に置き換え、設定基準値（ｘ1
 ，ｙ1 ）を設定する（ステップＳ２０６）。
【００８７】こうして設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）が設定
された後に、光センサ１０によって検出された周辺の照
度ｘが検出されると、表示制御ユニット２は、この照度
ｘを照度ｘi に置き換え（ステップＳ２０７）、検出さ
れた周辺の照度ｘi が設定基準値のｘ1 よりも大きいか
否かを判定する（ステップＳ２０８）。そして、検出さ
れた周辺の照度ｘi がｘ1 よりも大きければ（ステップ
Ｓ２０８で「Ｙｅｓ」）、つまり検出された周辺の照度
ｘi が図８のグラフの照度範囲Ｌ12に入れば、表示制御
ユニット２は、設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）から上限基準
値（ｘ2 ，ｙ2）に至る上式（２）の関数Ｆ2(x)に基づ
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いて、検出された周辺の照度ｘi に対応する輝度ｙを求
める（ステップＳ２０９）。また、検出された周辺の照
度ｘi がｘ1 以下であれば（ステップＳ２０８で「Ｎ
ｏ」）、つまり検出された周辺の照度ｘi が図８のグラ
フの照度範囲Ｌ11に入れば、表示制御ユニット２は、下
限基準値（ｘ0 ，ｙ0 ）から設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）
に至る上式（１）の関数Ｆ1(x)に基づいて、検出された
周辺の照度ｘi に対応する輝度ｙを求める（ステップＳ
２１０）。
【００８８】尚、先に述べた様に設定基準値（ｘ1 ，ｙ
1 ）が設定されていなければ、設定基準値（ｘ1 ，ｙ1
 ）が上限基準値（ｘ2 ，ｙ2 ）と同一とみなさる。こ
の場合は、検出された周辺の照度ｘi がｘ1 以下と判定
されることになり（ステップＳ２０８で「Ｎｏ」）、そ
の上で、上式（１）の関数Ｆ1(x)に基づいて、検出され
た周辺の照度ｘi に対応する輝度ｙが求められる（ステ
ップＳ２１０）。
【００８９】表示制御ユニット２は、周辺の照度ｘi に
対応する輝度ｙを求めると、輝度調整回路５及びインバ
ータ回路４を通じてバックライト１１を制御することに
より、この輝度ｙでバックライト１１を発光させる（ス
テップＳ２１１）。
【００９０】この様に本実施形態の液晶表示装置では、
検出された周辺の照度ｘi が各照度範囲Ｌ11、Ｌ12のい
ずれに入るかにより、任意の各関数Ｆ1(x)、Ｆ2(x)のう
ちの１つを選択して、選択された関数に基づいて、検出
された周辺の照度ｘi に対応する輝度ｙを求め、この輝
度ｙでバックライト１１を発光させている。例えば、照
度範囲Ｌ11では、検出された周辺の照度ｘi に対して十
分に高い輝度ｙを設定し、また照度範囲Ｌ12では、検出
された周辺の照度ｘi に対して適宜に低い輝度ｙを設定
し、これにより表示画面の輝度調節を個人の感覚に適合
させる。
【００９１】尚、図１１に示すフローチャートの処理が
繰り返される周期を適宜に設定すれば、バックライト１
１の輝度の頻繁な変化を防止することができる。また、
カラー液晶パネル１２の表示画面上のデータの更新頻度
や、操作部３の操作入力の頻度に応じて、その周期を変
更しても構わない。更に、各関数を記憶する代わりに、
照度ｘと輝度ｙを対応付けたデータテーブルとして、各
関数に対応するそれぞれのものを記憶しておき、これら
のデータテーブルのいずれかを選択し、選択されたテー
ブルを参照して、照度ｘに対応する輝度ｙを求めても構
わない。
【００９２】次に、図１２及び図１３を参照しつつ、本
発明の自動調光方法の第４実施形態を説明する。本実施
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形態の方法は、図１の液晶表示装置に適用される。本実
施形態では、５つの照度範囲に対応するそれぞれの関数
を設定しており、検出された周辺の照度を含む照度範囲
に対応する関数に基づいて、検出された周辺の照度に対
応する輝度を求め、この輝度で表示画面のバックライト
１１を発光させる。
【００９３】図１２のグラフにおいては、光センサ１０
によって検出された周辺の照度ｘを変数としてバックラ
イト１１の輝度ｙを求めるための予め設定された関数Ｆ
(x)＝｛（ｙ5 －ｙ0 ）／（ｘ5 －ｘ0 ）｝ｘ＋ｙ0 、
及び５つの照度範囲Ｌ20～Ｌ24に対応する任意の各関数
Ｆ0(x)～Ｆ4(x)が示されている。
【００９４】任意の各関数Ｆ0(x)～Ｆ4(x)を設定すると
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きには、操作部３の操作により輝度の設定を表示制御ユ
ニット２に指示して、図３に示すバーシンボル２１をカ
ラー液晶パネル１２の表示画面に表示させ、操作部３の
操作によりバーシンボル２１の長さを適宜に調節してか
ら、更に操作部３の操作により関数の設定を指示する
と、バーシンボル２１の長さに対応する輝度ｙが表示制
御ユニット２に指示される。表示制御ユニット２は、こ
の輝度ｙを輝度ｙn （ｎ＝０～５）に置き換え、光セン
サ１０によって検出された周辺の照度ｘを照度ｘn （ｎ
＝０～５）に置き換え、下限基準値（ｘ0 ，ｙ0 ）及び
上限基準値（ｘ5 ，ｙ5 ）を含む６つの基準値に基づい
て、次式（３）の関数Ｆn(x)を導出する。
【００９５】

  Ｆn(x)＝｛（ｙ(n+1) －ｙn ）／（ｘ(n+1) －ｘn ）｝（
ｘ－ｘn ）＋ｙn   
…(1) 図１３は、本実施形態の液晶表示装置におけるバックラ

イト１１の輝度ｙを求めるための処理を示すフローチャ
ートである。
【００９６】まず、液晶表示装置の電源が投入される
と、表示制御ユニット２は、メモリから予め設定された
下限基準値（ｘ0 ，ｙ0 ）及び上限基準値（ｘ5 ，ｙ5
 ）を読み出す。また、第１乃至第４設定基準値（ｘ1
 ，ｙ1 ）～（ｘ4 ，ｙ4 ）が既に設定されているなら
ば、メモリから第１乃至第４設定基準値を読み出す。更
に、未だに設定されていない設定基準値があれば、この
設定基準値を上限基準値（ｘ5 ，ｙ5 ）と同一とみなす
（ステップＳ２２０）。この後、表示制御ユニット２
は、操作部３の操作により輝度の設定が指示されたか否
かを判定し（ステップＳ２２１）、指示されていなけれ
ば（ステップＳ２２１で「Ｎｏ」）、ステップＳ２３３
へと移る。
【００９７】また、輝度の設定が指示された場合は（ス
テップＳ２２１で「Ｙｅｓ」）、先に述べた様にカラー
液晶パネル１２の表示画面にバーシンボル２１が表示さ
れ、操作部３によりバーシンボル２の長さが調節されて
から、操作部３の操作により関数の設定が指示される。
これに応答して表示制御ユニット２は、バーシンボル２
１の長さに対応する輝度ｙを輝度ｙi として取り込み、
光センサ１０によって検出された周辺の照度ｘを照度ｘ
i として取り込む（ステップＳ２２２）。そして、表示
制御ユニット２は、周辺の照度ｘi をｘ0 、ｘ1 、、ｘ
2 、ｘ3 、ｘ4、ｘ5 と比較して（各ステップＳ２２
３、Ｓ２２４、Ｓ２２５、Ｓ２２６、Ｓ２２７、Ｓ２２
８）、周辺の照度ｘi をｘ0 、ｘ1 、、ｘ2 、ｘ3 、ｘ
4 、ｘ5 のいずれかに代入すると共に、ｘ0 、ｘ1 、、
ｘ2 、ｘ3 、ｘ4 、ｘ5 を更新する（各ステップＳ２２
９、Ｓ２３０、Ｓ２３１、Ｓ２３２）。
【００９８】例えば、周辺の照度ｘi がｘ1 未満であっ
て（ステップＳ２２７で「Ｙｅｓ」）、かつ下限基準値
のｘ0 以上であれば（ステップＳ２２８で「Ｙｅ

ｓ」）、既存の第３設定基準値（ｘ3 ，ｙ3 ）を第４設
定基準値（ｘ4 ，ｙ4 ）に置き換え、既存の第２設定基
準値（ｘ2 ，ｙ2 ）を第３設定基準値（ｘ3 ，ｙ3 ）に
置き換え、既存の第１設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）を第２
設定基準値（ｘ2 ，ｙ2 ）に置き換えてから、周辺の照
度ｘi 及び輝度ｙi を第１設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）に
代入する（ステップＳ２２９）。つまり、周辺の照度ｘ
i 及び輝度ｙi を第１設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）に代入
するときには、既存の第１乃至第３設定基準値を第２乃
至第４設定基準値に繰り上げる。
【００９９】また、周辺の照度ｘi がｘ2 未満であって
（ステップＳ２２６で「Ｙｅｓ」）、かつｘ1 以上であ
れば（ステップＳ２２７で「Ｎｏ」）、既存の第３設定
基準値（ｘ3 ，ｙ3 ）を第４設定基準値（ｘ4 ，ｙ4 ）
に置き換え、既存の第２設定基準値（ｘ2 ，ｙ2 ）を第
３設定基準値（ｘ3 ，ｙ3 ）に置き換えてから、周辺の
照度ｘi 及び輝度ｙi を第２設定基準値（ｘ2 ，ｙ2 ）
に代入する（ステップＳ２３２）。
【０１００】更に、周辺の照度ｘi がｘ3 未満であって
（ステップＳ２２５で「Ｙｅｓ」）、かつ下限基準値の
ｘ2 以上であれば（ステップＳ２２６で「Ｎｏ」）、既
存の第３設定基準値（ｘ3 ，ｙ3 ）を第４設定基準値
（ｘ4 ，ｙ4 ）に置き換えてから、周辺の照度ｘi 及び
輝度ｙi を第３設定基準値（ｘ3 ，ｙ3 ）に代入する
（ステップＳ２３１）。
【０１０１】また、周辺の照度ｘi がｘ5 未満であって
（ステップＳ２２３で「Ｙｅｓ」）、かつｘ3 以上であ
れば（ステップＳ２２５で「Ｎｏ」）、周辺の照度ｘi 
及び輝度ｙi を第４設定基準値（ｘ4 ，ｙ4 ）に代入す
る（ステップＳ２３０）。
【０１０２】更に、周辺の照度ｘi がｘ5 以上であれば
（ステップＳ２２３で「Ｎｏ」）、基準値の更新を行わ
ない。
【０１０３】ここでは、第１設定基準値を最も優先的に
設定しており、以下、第２、第３、第４という順序で、
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第１乃至第４設定基準値を順次設定している。また、例
えば第１設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）のみを設定したとき
には、第２乃至第４設定基準値を上限基準値（ｘ5 ，ｙ
5 ）と同一とみなし、下限基準値のｘ0 から第１設定基
準値のｘ1 までの照度範囲と第１設定基準値のｘ1 から
上限基準値のｘ5 までの照度範囲のみが設定される。従
って、第１乃至第４設定基準値を順次設定していくと、
これに伴って照度範囲が逐次増加する。
【０１０４】こうして設定基準値が設定された後に、光
センサ１０によって検出された周辺の照度ｘが検出され
ると、表示制御ユニット２は、この照度ｘを照度ｘi に
置き換え（ステップＳ２３３）、検出された周辺の照度
ｘi が第４設定基準値のｘ4よりも大きいか否かを判定
する（ステップＳ２３４）。そして、検出された周辺の
照度ｘi がｘ4 よりも大きければ（ステップＳ２３４で
「Ｙｅｓ」）、つまり検出された周辺の照度ｘi が図１
２のグラフの照度範囲Ｌ24に入れば、表示制御ユニット
２は、第４設定基準値（ｘ4 ，ｙ4 ）から上限基準値
（ｘ5 ，ｙ5 ）に至る上式（３）の関数Ｆ4(x)に基づい
て、検出された周辺の照度ｘi に対応する輝度ｙを求め
る（ステップＳ２３８）。また、検出された周辺の照度
ｘi がｘ4以下であり（ステップＳ２３４で「Ｎ
ｏ」）、検出された周辺の照度ｘi がｘ3よりも大きけ
れば（ステップＳ２３５で「Ｙｅｓ」）、つまり検出さ
れた周辺の照度ｘi が図１２のグラフの照度範囲Ｌ23に
入れば、第３設定基準値（ｘ3 ，ｙ3 ）から第４設定基
準値（ｘ4 ，ｙ4 ）に至る上式（３）の関数Ｆ3(x)に基
づいて、検出された周辺の照度ｘi に対応する輝度ｙを
求める（ステップＳ２３９）。同様に、検出された周辺
の照度ｘi が図１２のグラフの照度範囲Ｌ22に入れば
（ステップＳ２３５で「Ｎｏ」、ステップＳ２３６で
「Ｙｅｓ」）、第２設定基準値（ｘ2 ，ｙ2 ）から第３
設定基準値（ｘ3 ，ｙ3 ）に至る上式（３）の関数Ｆ2
(x)に基づいて、検出された周辺の照度ｘi に対応する
輝度ｙを求め（ステップＳ２４０）、検出された周辺の
照度ｘi が図１２のグラフの照度範囲Ｌ21に入れば（ス
テップＳ２３６で「Ｎｏ」、ステップＳ２３７で「Ｙｅ
ｓ」）、第１設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）から第２設定基
準値（ｘ2 ，ｙ2 ）に至る上式（３）の関数Ｆ1(x)に基
づいて、検出された周辺の照度ｘi に対応する輝度ｙを
求める（ステップＳ２４１）。更に、検出された周辺の
照度ｘi が図１２のグラフの照度範囲Ｌ20に入れば（ス
テップＳ２３７で「Ｎｏ」）、下限基準値（ｘ0 ，ｙ0
 ）から第１設定基準値（ｘ1 ，ｙ1 ）に至る上式
（３）の関数Ｆ0(x)に基づいて、検出された周辺の照度
ｘi に対応する輝度ｙを求める（ステップＳ２４２）。
【０１０５】尚、先に述べた様に未設定の設定基準値
は、上限基準値（ｘ5 ，ｙ5 ）と同一とみなさる。この
ため、例えば第４設定基準値（ｘ4 ，ｙ4 ）が設定され
ていない場合は、検出された周辺の照度ｘi がｘ4 以上
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と判定されることになり（ステップＳ２３４で「Ｎ
ｏ」）、その上で、検出された周辺の照度ｘi がｘ3 よ
りも大きければ（ステップＳ２３５で「Ｙｅｓ」）、関
数Ｆ3(x)に基づいて、検出された周辺の照度ｘi に対応
する輝度ｙが求められる（ステップＳ２３９）。
【０１０６】表示制御ユニット２は、周辺の照度ｘi に
対応する輝度ｙを求めると、輝度調整回路５及びインバ
ータ回路４を通じてバックライト１１を制御することに
より、この輝度ｙでバックライト１１を発光させる（ス
テップＳ２４３）。
【０１０７】この様に本実施形態の液晶表示装置では、
検出された周辺の照度ｘi が各照度範囲のいずれに入る
かにより、任意の各関数Ｆn(x)のうちの１つを選択し
て、選択された関数に基づいて、検出された周辺の照度
ｘi に対応する輝度ｙを求め、この輝度でバックライト
１１を発光させている。従って、各照度範囲別に、それ
ぞれの関数を個人の好みに応じて設定しておけば、表示
画面の輝度調節を個人の感覚に適合させることができ
る。
【０１０８】尚、図１３に示すフローチャートの処理が
繰り返される周期を適宜に設定すれば、バックライト１
１の輝度の頻繁な変化を防止することができる。また、
カラー液晶パネル１２の表示画面上のデータの更新頻度
や、操作部３の操作入力の頻度に応じて、その周期を変
更しても構わない。更に、各関数を記憶する代わりに、
照度ｘと輝度ｙを対応付けたデータテーブルとして、各
関数に対応するそれぞれのものを記憶しておき、これら
のデータテーブルのいずれかを選択し、選択されたテー
ブルを参照して、照度ｘに対応する輝度ｙを求めても構
わない。
【０１０９】ところで、本実施形態では、各照度範囲を
任意に設定しているが、各照度範囲を適宜に制限した
り、予め特定しても構わない。各照度範囲を制限する場
合は、図１３のフローチャートにおいて、第１乃至第４
設定基準値ｘ1 ～ｘ4 の設定範囲を制限しておき、第１
乃至第４設定基準値ｘ1 ～ｘ4 をそれぞれの設定範囲内
で設定する。そして、１つの設定基準値をその設定範囲
内で更新しても、他の設定基準値を変更せずに維持す
る。
【０１１０】尚、本発明は、上記各実施形態に限定され
るものではなく、多様に変形することができる。例え
ば、１次関数のみを例示しているが、他の種類の関数に
基づいて、照度に対応する輝度を求めても構わない。ま
た、照度範囲や輝度範囲を任意に設定することができ
る。
【０１１１】
【発明の効果】以上説明した様に本発明によれば、複数
の関数のいずれかを選択すると、選択された関数に基づ
いて、周辺の照度に対応する輝度が求められ、求められ
た輝度でバックライトが発光される。すなわち、いずれ
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の関数を選択するかにより、周辺の照度と表示画面の輝
度との関係を変更することができる。このため、多様な
個人の嗜好に応じて表示画面の輝度を自動的に調節する
ことが可能となる。
【０１１２】また、本発明によれば、液晶表示装置の表
示画面に表示されている輝度を調節し、この輝度に応じ
て、各関数のいずれかを選択している。例えば、液晶表
示装置の周辺の照度に対して表示画面の輝度を高めに調
節するための関数や、低めに調節するための関数を予め
設定しておき、表示画面に表示されている輝度に基づい
て、いずれかの関数を適宜に選択する。
【０１１３】更に、本発明によれば、輝度を段階的に増
減すると共に、輝度の段階的な増減にヒステリシス特性
を持たせているので、表示画面の輝度が頻繁に変動せず
安定化する。
【０１１４】また、本発明によれば、予め設定された複
数の飽和輝度のいずれかを選択し、関数に基づいて求め
られた輝度を選択された飽和輝度により制限するので、
多様な個人の嗜好に応じて表示画面の最大輝度を制限す
ることができる。
【０１１５】また、本発明によれば、液晶表示装置の表
示画面に表示されている輝度を調節し、この輝度に応じ
て、各飽和輝度のいずれかを選択している。例えば、液
晶表示装置の周辺の照度に対して表示画面の最大輝度を
高めに制限するための飽和輝度や、低めに制限するため
の飽和輝度を予め設定しておき、表示画面に表示されて
いる輝度に基づいて、いずれかの飽和輝度を適宜に選択
する。
【０１１６】また、本発明によれば、複数の関数のうち
から、周辺の照度を含む照度範囲に対応する関数が選択
され、選択された関数に基づいて、検出された周辺の照
度に対応する輝度が求められ、求められた輝度でバック
ライトが発光される。例えば、液晶表示装置の周辺の照
度が高いときに表示画面の輝度を調節するための関数
や、低いときに表示画面の輝度を調節するための関数を
予め設定することにより、表示画面の輝度調節を個人の
感覚に適合させることができる。
【０１１７】また、本発明によれば、バックライトの輝
度を指示し、このときの周辺の照度を含む照度範囲に対
応する関数を設定するための基準値として、指示された
輝度及び該周辺の照度を求めている。このため、バック
ライトの輝度を的確に指示することにより、個人の嗜好
に応じた関数を容易に設定することができる。
【０１１８】更に、本発明によれば、輝度を指示する度
に、照度範囲を増設している。また、このときには、関
数を設定するための基準値として、指示された輝度及び
周辺の照度を求めることができるので、輝度を指示する
だけで、照度範囲と関数を設定することができる。
【０１１９】また、本発明によれば、複数の照度範囲を
予め設定しておき、輝度が指示されたときに、各照度範
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囲のいずれかを選択している。また、このときには、関
数を設定するための基準値として、指示された輝度及び
周辺の照度を求めることができるので、各照度範囲を的
確に設定しつつ、各照度範囲に対応するそれぞれの関数
を設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の自動調光方法の第１実施形態を適用し
た液晶表示装置を示すブロック図である。
【図２】第１実施形態における周辺の照度に対するバッ
クライトの輝度の特性を示すグラフである。
【図３】液晶表示装置の表示画面に表示されるバーシン
ボルを例示する図である。
【図４】周辺の照度に対するバックライトの輝度のヒス
テリシス特性を示すグラフである。
【図５】第１実施形態の液晶表示装置におけるバックラ
イトの輝度を求めるための処理を示すフローチャートで
ある。
【図６】図５の各ステップＳ１１、１２の処理を更に詳
しく示すフローチャートである。
【図７】本発明の自動調光方法の第２実施形態における
周辺の照度に対するバックライトの輝度の特性を示すグ
ラフである。
【図８】第２実施形態の液晶表示装置におけるバックラ
イトの輝度を求めるための処理を示すフローチャートで
ある。
【図９】図８の各ステップＳ１１１、１１２の処理を更
に詳しく示すフローチャートである。
【図１０】本発明の自動調光方法の第３実施形態におけ
る周辺の照度に対するバックライトの輝度の特性を示す
グラフである。
【図１１】第３実施形態の液晶表示装置におけるバック
ライトの輝度を求めるための処理を示すフローチャート
である。
【図１２】本発明の自動調光方法の第４実施形態におけ
る周辺の照度に対するバックライトの輝度の特性を示す
グラフである。
【図１３】第４実施形態の液晶表示装置におけるバック
ライトの輝度を求めるための処理を示すフローチャート
である。
【符号の説明】
１  液晶表示ユニット
２  表示制御ユニット
３  操作部
４  インバータ回路
５  輝度調整回路
６  表示メモリ
７  ＯＳＤ回路
８  Ａ／Ｄコンバータ
９  インターフェース回路
１０  光センサー
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１１  バックライト *
26

*１２  カラー液晶パネル
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